
様式第３

　令和８年度 自転車指導啓発重点地区及び路線 豊橋警察署

令和8年4月1日から自転車の違反にも青切符が導入！！

重傷事故発生場所

自転車指導啓発重点地区

自転車指導啓発重点路線

凡 例

自転車事故密度分布
高低

①

②
岩屋下

交差点

西八町

交差点

南松山

交差点

①
西八町
交差点 ～ 南松山

交差点
1,400 ｍ

選定理由

国道２５９号線

自転車事故が多発している。
豊橋駅・南松山交差点方面から市街地・市東部へ向かう
自転車交通量が多いため。

②
西八町
交差点 ～ 岩屋下

交差点
5,700 ｍ

自転車事故が多発している。
主要道路が交わる地点が多く、豊橋駅方面から市街地・
市西部へ向かう自転車交通量が多いため。

国道１号線

選定理由

出典：国土地理院基盤地図情報（基本情報）

Ⓐ 【重点地区】

選定理由

自転車事故件数が71件で一番多発している。
この管内には、商業施設や学校等が多数あり、自転車利
用者が多数いるため。

南部交番管内

管内

 R5.1
～R7.12 重傷事故 死亡事故

区分

自転車関連事故 30666 0

自転車事故件数

豊橋警察署

Ⓒ

自転車事故件数が57件で二番目多発している。
この管内は、豊橋駅周辺で市電通りである。学校等が多
数あり、自転車利用者が多いため。

【重点地区】

旭東田交番管内

選定理由

Ⓑ 【重点地区】

選定理由

向山交番管内

自転車事故件数が57件で二番目多発している。
この管内は、豊橋駅周辺で商業施設や学校等が多数あ
り、自転車利用者が多いため。

Ⓐ

Ⓑ

Ⓒ


